
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月行事予定 

日 曜 給食 月行事 日 曜 給食 月行事 

１ 月  振替休業日 16 火 なし 第１回定期考査（社・数・音） 

２ 火 なし 運動会予備日① 夏服移行 17 水 なし 第１回定期考査（英・美・技家） 

３ 水 〇 運動会予備日② 18 木 〇 第１回定期考査（国・理・保体） 

４ 木 〇 開校記念日 専門委員会 ⑥ｶｯﾄ 19 金 ○  

５ 金 ○ 避難訓練 代表委員会 20 土   

６ 土   21 日   

７ 日   22 月 ○  

８ 月 ○ 全校朝礼 安全指導 23 火 ○ ３年実力テスト 

９ 火 ○ 学力補習教室 24 水 〇 職員会議 

10 水 〇 小中一貫教育の日 25 木 〇  

11 木 〇 学力補習教室 26 金 ○  

12 金 〇 第１回進路説明会 漢字検定 27 土   

13 土   28 日   

14 日   29 月 〇  

15 月 〇 生徒会朝礼 学力補習教室 30 火 〇 体力テスト・健康診断終 
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五
月
十
四
日
（
木
）
か
ら
十
六
日

（
土
）
、
三
年
生
が
京
都
・
奈
良
で
修

学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。 

雪
中
生
は
毎
年
充
実
し
た
修
学
旅

行
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

三
年
生
は
、
特
に
挨
拶
が
素
晴
ら
し

く
、
多
く
の
方
に
ほ
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

法
隆
寺
の
団
体
見
学
で
、
私
が
最

後
に
入
っ
て
い
く
と
、
法
隆
寺
の
方
に

「素
晴
ら
し
い
生
徒
さ
ん
た
ち
で
す
な

ぁ
」と
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。 

三
年
生
が
、
入
る
際
、
口
々
に
「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
「
お
願
い
し

ま
す
」
な
ど
、
き
ち
ん
と
挨
拶
し
な
が

ら
入
っ
て
い
く
姿
に
感
動
し
た
と
の

こ
と
。
私
も
長
く
修
学
旅
行
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
法
隆
寺
の
方
に
褒
め

ら
れ
た
の
は
初
め
て
で
す
。 

バ
ス
を
降
り
る
時
も
、
宿
を
出
る

時
も
、
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
！
」と
大
き
な
声
で
挨
拶
し
、
中
に

は
「
ご
は
ん
美
味
し
か
っ
た
で
す
！
」

と
感
想
を
伝
え
て
い
る
人
も
い
て
、

宿
の
方
が
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

五
月
三
十
日
（
土
）
に
は
、
運
動
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「一
走
入
魂

～
み
ん
な
の
思
い
を
バ
ト
ン
で
つ
な

げ
～
」。 

雪
中
生
の
絆
の
力
が
輝
き
、
ど
の

競
技
も
力
の
こ
も
っ
た
、
熱
気
あ
ふ

れ
る
素
晴
ら
し
い
運
動
会
に
な
り
ま

し
た
。 

私
が
、
雪
中
の
運
動
会
で
と
て
も

素
敵
だ
な
と
思
う
こ
と
の
一
つ
に
、

「
友
達
に
温
か
い
応
援
を
贈
る
姿
勢
」

が
あ
り
ま
す
。 

最
後
ま
で
頑
張
っ
て
走
り
と
お
し

た
人
に
み
ん
な
で
拍
手
を
贈
る
な

ど
、
見
て
い
て
本
当
に
爽
や
か
で
す
。 

誰
か
に
感
謝
す
る
気
持
ち
。 

誰
か
を
応
援
す
る
気
持
ち
。 

そ
ん
な
気
持
ち
を
素
直
に
表
現

し
、
相
手
に
伝
え
た
ら
、
相
手
も
喜

ん
で
て
く
れ
て
、
「
伝
え
て
よ
か
っ

た
！
」と
思
う
。 

中
学
校
生
活
で
、
そ
ん
な
体
験
を

た
く
さ
ん
し
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
体
験
は
、
皆
さ
ん
の
人
生
を

明
る
く
、
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
「
表
現
で
き
る
雪
中

生
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う
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修学旅行と運動会を終えて 

日中は汗ばむほどの季節となってまいりました。３年生
のみなさんは、５月のうちに二つの大きな行事を終えまし
た。 
一つ目は、５月 14 日から 16 日までの３日間にわたっ

て行われた京都・奈良への修学旅行です。この修学旅行
に向けて、修学旅行実行委員のみなさんは、「一期一会 
～いま鹿できない最高の思い出作り～」という、京都・奈良
にちなんだキャッチフレーズを考えてくれました。みなさん
は、この言葉のとおり最高の思い出を作ることができまし
たか。 
実行委員長の長森さんは、修学旅行のしおりに掲載さ

れた代表生徒の文章の中で、「修学旅行はただの旅行で
はなく、机に向かうだけでは学べない社会的なルールや歴
史などを自分の体で体感する場です。」と述べてくれまし
た。まさにその言葉のとおり、修学旅行は教室での学習だ
けでは得られない貴重な経験をするために、社会科見学
や事前学習などの準備を重ね、その集大成として実施さ
れるものです。 
ここで得た経験をそのままにしておくのはもったいないこ

とです。これから始まる事後学習でしっかりと振り返り、学
びをまとめることで、さらなる力へとつなげていきましょう。 
さて、５月に終えた行事がもう一つあります。運動会で

す。中学校最後の運動会で、悔いのないよう全力を出し切
ることはできましたか。このメンバーで参加できる行事も、
あとわずかとなってまいりました。 
思い出を作ることはもちろん大切です。しかし、それぞれ

の行事の目的や目標をしっかりと考え、一つ一つの行事に
全力で取り組みながら、悔いのない学校生活を送ってほし
いと思います。そして、その経験を自分自身の成長につな
げていきましょう。 

３年 ≪お知らせ≫ 

◎保護者連絡システム【tetoru】について 

御協力のおかげで tetoruの登録はほぼ 100％に近 

い状態となりました。ありがとうございました。 

本校では全校に関わる配布物や重要なお知らせ等を 

これまでも配信しております。 

≪主な配信物≫ 

◆学校だより（毎月） ◆給食献立表（毎月） 

◆学校行事のお知らせ ◆アンケート依頼 

など 

≪お願い≫ 

これまでの配信既読状況を確認すると約 75～

80％程度となっております。受信がわかりやすい

【通知設定】にしていただけますよう、御協力を

お願いいたします。 

 

◎学用品の価格改定について 

製造・販売業者からの連絡がありました。 

◆上履き（ｱｻﾋｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 37/ｱｻﾋｼｭｰｽﾞ社） 

タンポポ文具店では令和８年７月より 

4,000円（税込）→ 4,500 円（税込） 

 

初めての運動会、そして次は・・・ 

入学式以来の大きな学校行事、運動会。中学校の行

事はいかがでしたか。自主性・自立性が高まる中学校の

行事は、中学生が中心でつくり上げていきます。運動会

実行委員や専門委員に所属している生徒は、放課後の

活動や当日の仕事も大変だったことと思います。その分、

運動会を終えた後の達成感は大きかったことでしょう。種

目や応援に全力で臨んだみなさん、美しく素晴らしいクラ

ス旗を作成してくれたみなさん、そして係として運動会運

営に貢献してくれたみなさん。素敵な運動会をありがとう

ございました。 

さて、運動会が終わり、２日(火)には気が付けば定期

考査２週間前を迎えました。終学活において「考査出題

範囲表」と「学習計画表」を配布し、生徒のみなさんは実

感が湧いてきたようでしたね。 

試験は多くの人にとって「緊張する」ものだと思います

が、みなさんが「どれだけ内容を自分の力にできている

か確かめる」という目的があります。今一度、４月からの

授業を振り返り、『明確な目標』を掲げてテスト勉強、そし

て日頃の学習に励んでほしいと思います。 

考査最終日の試験が終わった瞬間に、大きな達成感

を味わうことができるかどうかは、みなさん自身の取組に

懸かっています。目指せ、目標達成！ファイトだっ！ 

１年 ～定期考査が始まります～ 

定期考査が 16日（火）から始まります。１年生の頃
は課題を終えて定期考査の勉強は終わり…という人
が多々見受けられましたが、今年度は計画的に、工夫
をして学習を進められていますか？みなさんは、ドイツ
の心理学者ヘルマン・エビングハウスという人物を知
っていますか？彼は「人がどのくらいの速さで物事を
忘れてしまうか」を発見し、グラフで示しました。これで
課題を終えても１時間で半分以上のことを忘れてしま
うことがわかりますね。でも逆に考えると、『早く復習を
するほど、短時間で記憶を取り戻せる』ということで
す！授業が終わったらすぐに復習→間隔をあけて復習
→テストやクイズを活用→何度も復習する等の勉強法
で知識を定着させていきましょう。 

 

 
 

２年 


